
                         

                   

 

  

 

      

 苗木安全安心推進協議会（以下、協議会）は、安全で安心な苗木地域をつくることを目的に平成１９年度に設立さ

れました。児童の見守りや青色防犯パトロール、子ども 110 番の家との連携等、協議会を構成する各団体の活動が

中心であったため、2019 年度に今後の協議会の在り方について話し合いをすすめてきました。 

協議会を構成する各団体は、苗木地域まちづくり推進協議会にも属しており、これまでと同様の活動にあわせて、 

まち協内で連携することも可能であることが確認されましたので協議会を 2019 年度で解散することとなりました。 

これまでの苗木地域の安全安心が守られてきたことに感謝申し上げますとともに、引き続き、皆さん一人ひとりが 

地域の目となり見守りをお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 苗木地域の一大イベントでもある苗木あんどん祭りですが、今年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止 

に伴い中止とすることが決定しました。地域を挙げての祭りであり、毎年多くの方に楽しんでいただいている為 

誠に残念でなりませんが、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 

 

あんどん祭り、おいでん祭、その他各地の催し物で活躍中の風流おどりでは、一緒に活動するメンバーを募集 

しています。（現時点ではコロナウイルス感染症の影響により活動を中止しており、再開の目途は未定です。） 

太鼓・桶胴・鉦・笛・おどり等、共に地元の伝統芸能に触れてみませんか。 

お問い合わせは下記まで。ご連絡お待ちしています。 

 

 

 

 

 

                                                 

昨年から発生した新型コロナウイルスの渦の中、皆様方におかれ

ましては日々ウイルスとの戦いと察しております。 

 さて、平成 19 年度に発足しました苗木安全安心推進協議会は解

散となり、本年度から苗木地域まちづくり推進協議会が行うこととなり

ます。 

 発足以来、苗木のまちにも時代の流れが速く、大きく変化し始めま

した。苗木住民の一人一人が安全安心に暮らせるまちにするために

は、苗木地域まちづくり推進協議会のリードで躍進されますことを願う

次第です。 

 最後に、苗木安全安心推進協議会発足から、今日までご尽力いた

だきました役員はじめ、ご協力いただきました皆様方に深く感謝申し

上げます。           

 苗木安全安心推進協議会 

                         会長  土屋 貞一 

 

＊風流おどり龍神連 本町区民を中心に構成。おいでん祭、あんどん祭り、丸山神社秋祭り梵天踊り等で活動 

代表 笹俣 雅一さん（080-8410-1418） 

 

＊風流おどり苗木連 苗木全域区民で構成。おいでん祭、あんどん祭り、神明神社大祭奉納等で活動 

代表 青木 昌則さん（090-2771-6862） 

 

 



２０２０年 ６月 行事予定 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

   

 

 

日・曜日  行 事 な ど  

7 日 保・小・中合同資源回収（予備日 6/21） 

１4 日 市内一斉清掃 

19  区長会 

 

 

 ４月３０日（木）、苗木花の会会員皆さん約 20 名に 

よる花壇の奉仕作業がありました。沢山の雑草が取れて、

花がより一層きれいに見えます。花壇の管理をすること 

はとても大変なことですが、花の会の皆さん、いつもあ 

りがとうございます。 

≪苗木の人口≫  令和２年４月末日現在   

・人 口：６,１９０名（先月比：+8名） 
男：３,０３５名(+3名) 女：３,１５５名(+5名) 

・出生  4 人   ・死亡   7 人 

・世帯数：２,３５５世帯（先月比：+6世帯） 

≪ごみ収集日≫ 
○燃 え る ご み     毎週 （月）・（木） 
○燃えないごみ      ６月 ２４日（水） 
○資源･硬質･有害ごみ   ６月 １９日（） 
○大 型 ご み        ６月 １０日（水） 

大型ごみは事前に申込みと手数料

の支払いが必要です。 

苗木保育園 苗木小学校 

 4 月 6 日（月）、令和 2 年度 

の入園式を行いました。コロナ 

対策のため、縮小した形とはな 

りましたが、新しいお友だちを 34 名迎え、今年度 100 名

でスタートしました。その 4 日後には県から非常事態宣言

が出され休園。職員は要保育児の保育と園舎内外の清

掃と整理、消毒、教材制作、草取り等を行っています。  

再開した時、子どもたちが気持ちよく登園できるよう頑張

っています。早くコロナウイルスが終息し、子どもたちが元

気に走り回る保育園となるよう祈るばかりです。写真は園

門前のお花です。毎年、地域の方が季節に合わせたお

花を植え、手入れをしてくださり、この春も綺麗に咲き、入

園と進級を祝ってくれました。 

 

４月８日（水）、入学式を行 

いました。いつもとちがうスタイ 

ルの式でしたが、どの子もおり 

こうにお話を聞いていました。 

学校が再開されて改めてみん 

なで迎え入れたいと思います。  

運動場の恐竜をきれいに洗って、補修して、真っ白に塗り

直しました。この恐竜、昭和４４年度の６年生が卒業制作とし 

て作った物です。当時、鉄骨を 

組み、わらを巻いてセメントで塗 

り固めたのだそうです。今や、

苗木小学校のシンボル。みん

なで大切にしたいですね。 

中津川市青少年健全育成推進市民会議 

 

 

 

新谷区の一画にある一面に敷き詰められた黄色の菜の花

畑、そして隣には赤、白、黄色のチューリップ畑。こちら

のお花畑を管理するのは新谷区在住の田口さん（93 歳）。 

チューリップの球根は自身で 5 年ほど前から買い集め、

今では春になると約 1,000 本以上が開花するとのこと。 

今年も道行く人々に安らぎの空間を与えてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

※なえぎ紹介は苗木で活躍する団体や苗木の見所等を紹介していくコーナーです！地域団体からも記事を募集しておりますので、掲載を

希望する団体は、苗木事務所（℡：６６－１３０１ E-mail:naegi-office@city.nakatsugawa.lg.jp）までご連絡願います。 

※行事等は変更になる場合があります。 

いつも通る この道の 

 あぶないところは どこだろう 


